
平成２７年度住工共生のまちづくり事業関連補助金の活用事例等について 

 

○相隣環境対策支援補助金 

＜活用事例＞  

 ①苦 情 種 別：近隣からの騒音苦情（機械音・作業音に対する苦情） 

対 応 内 容：重量シャッターの設置、低騒音型機器の導入、壁面改修工事 

補助対象経費：４，０１３，３５５円 

交付補助金額：２，６７５，０００円 

  

 ②苦 情 種 別：近隣からの騒音苦情（排気口から発せられる音に対する苦情） 

対 応 内 容：排気口の向きの変更、排気口に吸音材の設置 

補助対象経費：５７０，６４０円 

交付補助金額：３８０，０００円 

 

 ③苦 情 種 別：近隣からの騒音苦情（作業音に対する苦情） 

対 応 内 容：重量シャッターの設置、壁面改修工事 

補助対象経費：４，６４７，３７０円 

交付補助金額：３，０００，０００円 

 

＜活用できなかった事例＞ 

 ①相 談 内 容：近隣住民から作業音に対して苦情があり、作業場の扉とシャッタ

ーを閉めることにより騒音が改善されるが、室内が暑く作業に支

障をきたすため、クーラの購入に補助金を利用したい 

  未活用理由：クーラの購入単体では騒音対策と認められないため補助対象外 

  

 ②相 談 内 容：過去に近隣住民から苦情があり、裁判により企業側が勝訴した。

今では、住民と良好な関係であるが、補助金があるなら更なる騒

音対策を実施したい 

  未活用理由：現在進行中の近隣住民からの苦情と認められないため補助対象外 

 

○コミュニティ活動支援補助金 

＜活用事例＞   

①活 動 概 要：地域住民との交流を目的とした焼きそばパーティーの開催 

会 場：自社工場敷地内 

参 加 者：２９人（工場関係者、地域住民等） 

補助対象経費：４３，６２５円 

交付補助金額：２１，０００円 

 

＜活用できなかった事例＞ 

 ①相 談 内 容：メールマガジンを見たがどのような事業に活用できるのか 

未活用理由：事業内容は市で考えてもらえると思っており、企業側で事業を企

画し実行する必要があると考えていなかった。本市より活用事例

の紹介・提案をしたが、事業実施までは至らなかった。 

資料１－２ 



○工場移転支援補助金 

＜活用事例＞   

①移 転 前：１種住居地域 

 移 転 後：工業地域（工場の延床面積：４，２５６．７７㎡） 

補助対象経費：１，０００，０００円 

交付補助金額：    ６６６，０００円 

 補 助 内 容：機械解体・据付工事 機械の運搬 

 

○事業用地継承支援対策補助金 

＜活用事例＞ 

 ①敷 地 面 積：１，２７８．４６㎡（新工場の延床面積：５５２．０６㎡） 

  売 買 代 金：１３４，５６１，７００円 

  交付補助金額：  ４，０３６，０００円 

 

○住工共生まちづくり活動支援補助金 

 ※平成２７年度の補助対象は、高井田まちづくり協議会の１団体のみ 

＜活用事例＞ 

  ①実 施 事 業：「高井田モノづくり体験塾」 

事 業 内 容：優れた中小企業・町工場のモノづくりの達人のもとを 

学生が訪ね、インタビューや職業体験を行う。 

  参 加 人 数：学生８人、学生受入企業８社 

  実 施 効 果：参加した学生にとっては職業体験やインタビューを通じて、モノ

づくりの知恵や技術に加え、達人の考え方や生き方そのものに触

れることができた。また、今年度は、新たに３社の企業から学生

の受け入れ可能との声をいただき、年々活動の広がりをみせてい

る。地域住民や企業の協力によって、モノづくりで培われた価値

観や地域文化を次世代に継承することができただけでなく、モノ

づくり企業に対する理解も深まったと考えられる。 

補助対象経費：１８９，８２５円 

交付補助金額：  ６３，０００円 


